
 

 

 

 

 

 

 3 年生竹内萌七さん、橋本葵さんの「未来の

扉新聞」が入選に選ばれました。（５２００点

の作品応募で特選１５点、入選２５点でした。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３学期は慌ただしく日々が過ぎていきます。受験が目の前に迫ってきた３年

生はいよいよ正念場というところです。３年生の一人が「もっと教えてほしい」

ということで朝補習がスタートしました。３年生全員に聞いたところ全員が学

びたいということで、１．２年生が朝練をしている時間帯に数学を勉強してい

ます。朝の２０分程度ではありますが、真剣に問題に向き合っている姿を嬉し

く見ています。遅ればせながら、３年生も受験モードに入った感じです。３年

生の頑張っている姿は１・２年生にもつながっているようで、３学期になって頑張りを見せている人が

増えてきています。 入試まであと３９日。一人一人の進路実現に向けて、体調管理に気を配りながら頑

張ってほしいと思います。 

 

 

先日ご案内の文書を出させて頂きましたので、ご承知かと思いますが、２５日（土）のあったかふれあ

い参観日は声楽家の志田理早さんをお迎えして、「私と音楽～ジグザグ人生、雨のち晴れ～」と題して講

話と歌、合唱指導をしていただくことになっております。志田さんは黒潮町のご出身で中村高校、高知

大、東京学芸大大学院をご卒業後、ドイツに留学されています。帰国後、リサイタル等を開催されていま

す。ぜひこの機会に本物のオペラを聴いてみませんか。合唱指導もしていただけるということで、利岡

小・後川中の児童・生徒で「絆」を練習しています。当日は９時４０分から後川中の体育館で行います。

多数ご参加下さい。 
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私たちがこの新聞を作ろうと思ったのは、少子高齢

化が進み、中学校の統合が決まったこの地域を少し

でも元気づけたいと思ったからです。四万十市の特

産品であるぶしゅかんの集荷工場が私たちの地域に

あります。このぶしゅかんを地域の宝として新聞で

アピールし、より広い範囲の人に知ってもらいたい

です。ぶしゅかんの里として有名になり、地域が活

性化するとうれしいです。（３年 竹内、橋本） 



 


